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専門知識を持ち、電話やメールでコミュニケーションをしながら進めるインサイドセールスという営
業手法、これは確かに視覚障害者に向いている業種だと思います。既に資生堂など一部の企業でも、
視覚障害者がインサイドセールスを行う試みが始まっていますが、これが多くの企業に広がれば、視
覚障害者の就労の幅が相当拡大するだろうと大いに期待しています。
視覚障害者の職域拡大の観点で、具体的且つ実現可能な良いアイディアと思います。

審査員コメント

ＩＴシステム等の最近の営業手法として「インサイドセールス」という方法があります。
これは見込み顧客（セミナー来場者や資料の要求者など）に対して、電話やメールな

どを活用し、非対面で行う営業活動となります。
製品説明やヒアリングをしつつ、ニーズなどを整理し、見込み顧客の育成なども行い

ます。ただし直接お客様のところに出向くことはなく電話などで信頼関係を構築してい
きます。顧客データはシステムなどに入力し、チームで共有します。見積提示段階となれ
ば、そこから現地担当営業に引き継ぐという流れです。
製品知識やある程度の営業スキルを身に付ける必要はありますが、それは通常マニュ

アル化されているので心配なさそうです。
営業となると視覚に障碍があると適さない職種というイメージがありました。このイン
サイドセールスという手法の中では、対応できる職種となったのではないかと思います。
なぜなら視覚障碍者にとって、苦手な「外出」「顔を覚える」「資料を提示しながら説明

する」などは対応しなくてもいいのです。
ＰＣは使用しますので、読み上げソフトは必須ですが、晴眼者の方々とチームで一緒に
働けると考えました。
企業内の専門部署はもちろんのこと、現在インサイドセールスを請負う会社もあるよ

うなので、そうした会社とタイアップできれは、視覚障碍者の雇用の幅がもっと広がるの
ではないかと考えました。

村瀬　智子
私は長年いわゆる大手IT企業で人材開発などのスタッフ業務等に従事してきました。ただここ２年
でかなり視力がおち、弱視の状況となってしまい、今まで通りの業務に携わることができなくなり
ました。
その状況下で視覚障碍があっても企業の中で、汎用スキルを活かしながら活躍できる業務は何か
を考えてみました。

インサイドセールスでコミュニケーション能力を活かす：
視覚障碍者の職種拡大
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視覚障碍者単独移動少しでも安全確実に。
幸せのハンカチと白杖利用

視覚障碍の就労において、移動はバリアの一つであるが、重度障碍者等の就労支援の
制度ができたことは朗報である。だが、まだ全ての人が使えないのが現状。
それも踏まえ、誰もが持っているハンカチを使ってのアイディアです。
単独で白杖歩行をしていると声を掛けてもらえる時とそうでない時があります。
声を掛けて欲しい時には、杖のグリップのゴム紐にハンカチを付けて歩くと声を掛けて

欲しいサインにしたい。それにより、周りの人は迷わず声を掛けれるようになる。
また、白杖を高く上げるとＳＯＳの印というが普及していない。地方等で歩行者のいない
信号横断をする際に、ハンカチをつけて白杖を高く上げると信号がわからずに道路横断に
困っているサインにしたい。今の時代、車を安全なところに止めて横断サポートをしてくれ
る人はいるはずである。それにより単独で歩行できるようになる人もいるように思う。
以上、白杖を高く上げるＳＯＳと共に、ハンカチを使ったＳＯＳも普及させたい。
これを周知する際に、ハンカチを付けていない白杖者にもできるだけ声を掛けましょう

と併せて呼び掛けたい。福祉の制度も期待するところであるが、周囲の人の支援が、就労
をしやすくするだけでなく、白杖歩行の安全性と確実性を増やし、ふれあいに依る、笑顔
あふれる今以上の社会にしたい。

審査員コメント
障害をお持ちの方だけでなくすべての方が、困っている時に出す共通のサインがあれば、周囲の者

も支援しやすいと思います。とても具体的で実用的です。
ちょっとしたアイディア、気づきで、声をかけやすくすることが、ハッピーへの前進だと感じます。

神田　信
視覚障碍当事者。勤務先株式会社パリミキ
認定NPO法人視覚障害者の就労を支援する会タートル理事、日本視覚障害者団体連合弱視部会
部会長、ＪＲＰＳ神奈川幹事として活動する他、視覚障碍者の信号機道路横断問題にも有志で
とりくんでいる。
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